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１．グリーン連合とは

2015年6月5日設立された、

日本の環境NPO／NGOの連合組織

現在８４団体

【目的】

持続可能な社会がますます遠のく現状、

環境政策の停滞・後退が著しい現状を憂い、

様々な環境問題を克服し、「環境」を基軸とした

民主的で公正な持続可能な市民社会を築く為に、

互いにつながり結集して、強く政治や社会に働きかける！

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ Kanbun 2012
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２．グリーン・ウォッチ（市民版環境白書2017）
【目的】

１．政府と異なる視点から、日本の環境の現状、環境政策

の課題や問題点を指摘する

← 政府の環境白書が、国民の認識や評価を間違っ

た方向に誘導する可能性や中長期的観点から国益

に繋がらないと思える重要事項を見

逃せず・・・

２．NPO/NGOの考え方や活動を知って頂き

環境問題への関心を高め、市民の参加

や行動を促す
Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ Kanbun 2012
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１章 なぜ、地球環境を優先的に
保全しなければならないか
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２章 ６年が経過した福島

避難解除が進む中、依然として厳しい状況に置か
れる福島の人々の状況や子どもたちの健康被害、

なかなか進まない福島第一原発の廃炉問題や放
射性廃棄物の処理問題、

そして、福島の現状、特に健康被害の状況がなぜ
正確かつ迅速に私たちに伝えられないのかなど福
島に係る情報の課題 について

⇒後半のパネルディスカッションで

http://www.neting.or.jp/eco/kanbun/index.html


３章 主要な環境政策のレビュー

第１節 気候変動問題

第２節 再生可能エネルギーと電力自由化

第３節 廃棄物

第４節 化学物質

第５節 生物多様性

第６節 森林破壊

現場を熟知し活動するＮＰＯ、研究者として、

政府とは異なる見解を伝える

政策転換の方向性を提案する

http://www.neting.or.jp/eco/kanbun/index.html


トピックス～国内外の注目すべき動き

１．沖縄の基地と環境汚染

２．地域からエンパワーメント

〜富山から伊勢志摩まで、G7を振り返る〜

３．低炭素・資源循環・自然共生が統合された

持続可能性地域構築～滋賀県東近江～

「東近江三方よし基金」

４．国内外の企業の動向

５．テロと気候変動問題と不正義
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１章 なぜ、地球環境を優先的に
保全しなければならないか
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第１節 地球環境悪化の背景

１．世界人口の増加

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ Kanbun 2012
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２．人間活動の拡大
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世界 
（日本） 1990 年 2010 年 2015 年 比率 

(2015 / 1990) 

実質 GDP 
（US ドル /  

基準年 2005 年） 

31 兆 2461 億 
（3 兆 9259 億） 

53 兆 1126 億 
（4 兆 7787 億） 

60 兆 925 億 
（5 兆 185 億） 

1.92 倍 
（1.28 倍） 

人口 53 億人 
（1 億 2400 万人） 

69 億人 
（1 億 2800 万人） 

73.5 億人 
（1 億 2700 万人） 

1.39 倍 
（1.02 倍） 

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量 

石油（トン） 31.5 億 
（2.47 億） 

40.8 億 
（2.02 億） 

43.3 億 
（1.89 億） 

1.37 倍 
（0.77 倍） 

ガス（TOE） 17.7 億 
（0.43 億） 

28.9 億 
（0.85 億） 

31.4 億 
（1.02 億） 

1.77 倍 
（2.37 倍） 

石炭（TOE） 22.2 億 
（0.78 億） 

36.3 億 
（1.15 億） 

38.4 億 
（1.19 億） 

1.73 倍 
（1.53 倍） 

原子力（TOE） 4.53 億 
（0.44 億） 

6.26 億 
（0.66 億） 

5.83 億 
（0.01 億） 

1.29 倍 
（0.02 倍） 

水力（TOE） 4.89 億 
（0.20 億） 

7.84 億 
（0.21 億） 

8.92 億 
（0.22 億） 

1.82 倍 
（1.1 倍） 

CO2 排出量（トン） 216 億 
（11 億 5599 万） 

315 億 
（12 億 1301 万） 

335 億 
（12 億 2340 万） 

1.55 倍 
（1.06 倍） 

CO2 濃度（ppm） 354 
（356.9） 

389 
（393.6） 

400 
(403.1） 

46 上昇 
(46.2 上昇) 
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生物種の絶滅速度

３．人間活動の拡大に伴う環境の変化

http://www.neting.or.jp/eco/kanbun/index.html


第２節 環境保全に優先的に取り組まなけ
ればならない理由
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１．私たちの生命、暮らし、社会経済活動の基盤で
ある環境が、いよいよ危ない

増加する人口と人間活動の拡大は、地球の環境容量を超えた。

http://www.neting.or.jp/eco/kanbun/index.html
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気象災害により、私たちの生命・財産の多くが奪われている。

http://www.neting.or.jp/eco/kanbun/index.html
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２．時間的余裕がなくなった
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既に排出した分
約1.9兆トン

残り約１兆t２℃上昇
をもたら
す CO2 累

積排出量
は、

2.9兆t

残された時間は約３０年足らず！！

http://www.neting.or.jp/eco/kanbun/index.html


３．将来世代への責務

「自然（環境）は未来からの預かりもの」

・環境容量を超え“贈り物”にも手を付けている今

・国の借金は、約1000万円／人

・利便性と引き換えに、ＣＯ２、化学物質、放射性

廃棄物などのツケ

豊富な資源と安心・安全が確保された豊かな環
境こそが子どもたちの時代をより豊かで創造的なも
のにする無二の財産！！

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ Kanbun 2012
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４．途上国に対する先進国としての責務

〇日本は、海外の安価な資源や労働力により、発

展してきた経緯

×（人や自然に対して）適切な対価が支払われな

いケースもある →自然破壊や人権問題

〇環境問題においても、常に途上国 ｖｒ 先進国

の構造

「共通だが差異ある責任」

「環境正義」
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５．日本の取り組みの遅れが著しい

・1980年後半から2000年までは、国際社会から

高い評価

・ここ数年は、環境後進国になりつつあり、国際社

会から低い評価

持続性より、短期的経済を優先する現政権下で
の環境政策は、世界から遅れ、日本のポテンシャ
ルを存分に活かしきれない状況にある。
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第３節「パリ協定」後の社会に向けて

◎「パリ協定」は、 人類社会の危機を乗り越えるため、

化石燃料に依存した現代文明を見直し、その転換を図

る時期に差し掛かったことを、全世界に鮮明に告げた。

◎従来の狭い「環境」概念を拡大し、（⇔ ＳＤＧｓ）

貧困や格差の拡大など混沌を極める世界にあっても、

政治勢力の形成を含め、社会・経済システム、

生き方なども含めた新たな文明の構築に向けて、

第一歩を踏み出すことが求められている。
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グリーン連合として、

・めざすべき社会像とその役割を共有する

・その実現に向け、政策提言活動と地域活動を

つなげる

・多くの市民に信頼され、

待ち望まれる

「グリーン・ウォッチ」

http://www.neting.or.jp/eco/kanbun/index.html
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